
特 集
ＴＨＫの水流発電システム

技術と創造力で切り拓く未来
～水の流れを光・熱・動力に変える水流発電～

ＴＨＫは2009年より風車用要素部品開発を社内プロジェクトとして始め、風力発電分野に進出しました。
そして、その開発で培った技術を応用して水流発電機を開発、その可能性を探求してきました。2012年には
台湾で、2014年には今回ご紹介する神奈川県相模川左岸土地改良区で実証実験を行い、再生可能エネルギー
が秘めている大きな可能性の開花に向け、さらなる挑戦を続けています。

水流発電で際立つＴＨＫの“技術”

水流発電分野において農業用水路の活用は新しい試みです。農業用水路は、水の流れを妨げてしまうと作
物の生産に大きな影響を及ぼすため、水路施設の変更や細工に厳格な制限があります。通常の水流発電は水
流に落差を作り大きな発電量を得るため、大規模な土木工事を必要とする場合が多く、その土木工事費が発
電機の10倍以上という例も少なくありません。
　その点ＴＨＫの水流発電機は水車を設置するだけで発電が可能なため、低コストかつ水路を傷つけないこ
とが特徴です。落差を作るために水をせき止めないので、水路から水が溢れてしまう心配も少なく、水路の
浮遊物やゴミ等に対しても、簡易な対策で安定した運転を可能にします。

「地方創生」へ歩みだすＴＨＫの“創造力”

水流の落差を利用しない水流発電の場合、常に同
じ水量の水が同じ速度で流れている環境が、最も効
率よく発電することができます。そこで注目したの
が農業用水路です。
農業は大雨による不作や干害がニュースになる通
り、農業従事者の所得が天候によって大きく左右さ
れます。ＴＨＫは再生可能エネルギーの分野で成長
戦略を模索しつつ、地域と協力して農業従事者の安
定的な収入に貢献する活用を提案することで、「地方
創生」につなげていきたいと考えています。2014年
には「神奈川県相模川左岸土地改良区」のご協力の
もと、水流発電機の性能確認と日本の農業用水路に
おける課題の洗い出しを目的に、2か月間に及ぶ実
証実験を行いました。この実験で、既存の水路に手
を加えず設置が可能なこ
と、水路の流れを妨げな
いこと、国内の水路で安
定した発電が可能なこと
が確認できました。

■農業用水路を利用した水流発電機実証実験の概要

受水面積　［㎡］ 0.3

ブレード長さ　［m］ 0.5

ブレード回転直径　［m］ 0.6

流速　［m／s］ 1.0 1.5 2.0

出力　［kW］ 0.03 0.1 0.24

月間発電量　［kWh／m］
（稼働時間720hとする） 22 73 173

設置期間：2014年8月21日～10月3日
運転期間：2014年8月26日～9月24日
設置場所：神奈川県座間市入谷二丁目付近

実験風景

実験機仕様　※総合効率η=0.2として算出

発電出力（平均）： 197 W
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私は、農業用水路を管理する者として、多くの方
に用水路の存在とその役割を再認識していただきた
いという想いを長年持っていました。命の源である
水を運ぶだけでなく、今回ＴＨＫさんの実証実験に
協力できたことでその潜在能力を探れ、一般の方に
用水路が与える生活環境への付加価値をアピールで
きて良かったと思います。
ＴＨＫさんの水流発電機を拝見した時、水車自体
を水路に設置する仕組みなので、水路や付属施設に
はダメージを与えないことがすぐに分かり、「これな
ら良い実験ができそうだ」と感じました。通常、水
流発電は大がかりな土木工事が伴いますので、シン
プルな仕組みが魅力でした。
農業に関わる私たちは、もともと環境保全への関
心が高く、特に温暖化対策としての再生可能エネル
ギーは、いま多少のコストがかかっても、未来のた
め積極的に取り組みたいと考えていました。水流発
電は太陽光や風力とは異なり水が安定的に流れてい
れば24時間発電できるため、再生可能エネルギーと
して大きな可能性を持っていると期待しています。
実用段階へ移行できれば、現在水門の自動化を進め
ていますので、その管理システムの電源用途等、売
電ではなく独自電源として活用できる可能性がある
のではないかと考えています。

農業と工業、分野は違いますが生産物を作るとい
う意味では同じものづくりです。ＴＨＫさんには
今後、異分野の視点から農業を見ていただき、農業
に役立つ技術と創造力を生み出して欲しいですね。
2015年にも実証実験を行ってもらいますが、是非と
も商品として完成させていただきたいです。今後も
用水路の可能性をさらに引き出せるシステム作りを
お願いするとともに農業用水路で実験していること
を多方面に宣伝して欲しいと思います。

特集／ＴＨＫのCreating value（価値創造）

神奈川県海老名市

神奈川県相模川左岸土地改良区

いま多少のコストをかけても取り組むべき
再生可能エネルギーの大きな可能性

技師　塩脇 和弘 様

昭和5年、現在の相模原市南区、座間
市、海老名市、寒川町、藤沢市、茅ヶ
崎市に及ぶ2,000ha余の水田にかん
がいする用水路および排水施設の整
備を目的に「相模川左岸普通水利組
合」として発足されました。昭和24
年の土地改良法施行に伴い、「神奈川
県相模川左岸土地改良区」に組織変
更されています。

神奈川県相模川左岸土地改良区
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